
JP 2020-21028 A 2020.2.6

(57)【要約】
【課題】第１基板及び第２基板が湾曲している表示パネ
ルであって、混色の問題を解決でき、かつ、混色の問題
の解決という効果が安定的に得られる表示パネルを提供
する。
【解決手段】複数の画素電極（４４）を有するアクティ
ブマトリクス基板（４）と、アクティブマトリクス基板
（４）と対向配置されており、各画素電極（４４）に対
応するカラーフィルタ（２３）を有するＣＦ基板（２）
とを備え、アクティブマトリクス基板（４）及びＣＦ基
板（２）が湾曲している液晶パネル（１）において、少
なくとも、円周方向にてＣＦ基板（２）の中央部（Ｃ）
を除く剰余部（ＬＲ）のカラーフィルタ（２３）が、着
色部（２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂ）と、円周方向に
て該着色部（２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂ）の両側に
設けられた無色部（２５）とを有する。
【選択図】図２Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１方向および前記第１方向とは異なる第２方向に配列された複数の画素を含む表示領
域を有する表示パネルであって、
　互いに対向する第１基板および第２基板を有し、前記第１基板および前記第２基板は、
前記第１方向に湾曲しており、
　前記表示領域は、前記表示領域の前記第１方向における中央を含む中央部と、前記中央
部の前記第１方向の両側に、前記中央部に隣接して位置する２つの端部とを含み、
　前記第１基板は、それぞれが、前記複数の画素のそれぞれに対応して設けられた複数の
画素電極を有し、
　前記第２基板は、それぞれが、前記複数の画素のそれぞれに対応して設けられた複数の
カラーフィルタと、ブラックマトリクスとを含むカラーフィルタ層を有し、
　前記複数のカラーフィルタのうち前記中央部に含まれる複数の中央部カラーフィルタの
それぞれは、有彩色を呈する有彩色部を含み、
　前記複数のカラーフィルタのうち前記２つの端部に含まれる複数の端部カラーフィルタ
は、前記有彩色部と、白色を呈する白色部とを有し、かつ、前記白色部が前記有彩色部の
前記第１方向に隣接するように配置されている、端部カラーフィルタを含む、表示パネル
。
【請求項２】
　前記複数の中央部カラーフィルタは、前記白色部をさらに有し、かつ、前記白色部が前
記有彩色部の前記第１方向に隣接するように配置されている、中央部カラーフィルタを含
む、請求項１に記載の表示パネル。
【請求項３】
　前記複数の端部カラーフィルタは、ｘｙ色座標にてＲ（０．６４～０．６７，０．３２
～０．３４）、Ｇ（０．２１～０．３０，０．６０～０．７１）、Ｂ（０．１３～０．１
５，０．０５～０．０６）の何れかである色を呈する前記有彩色部を有する端部カラーフ
ィルタを含む、請求項１または２に記載の表示パネル。
【請求項４】
　前記複数の中央部カラーフィルタは、前記複数の端部カラーフィルタのいずれかが有す
る前記有彩色部が呈する色の彩度よりも低い彩度の色を呈する前記有彩色部を有する中央
部カラーフィルタを含む、請求項１から３のいずれかに記載の表示パネル。
【請求項５】
　前記複数の端部カラーフィルタは、前記白色部を有する第１端部カラーフィルタおよび
第２端部カラーフィルタを含み、前記第２端部カラーフィルタは、前記表示領域の前記第
１方向における中央から、前記第１方向において前記第１端部カラーフィルタよりも離れ
ており、
　前記第２端部カラーフィルタの前記白色部の前記第１方向に沿った長さは、前記第１端
部カラーフィルタの前記白色部の前記第１方向に沿った長さよりも大きい、請求項１から
４のいずれかに記載の表示パネル。
【請求項６】
　前記複数の端部カラーフィルタは、第１端部カラーフィルタおよび第２端部カラーフィ
ルタを含み、前記第２端部カラーフィルタは、前記表示領域の前記第１方向における中央
から、前記第１方向において前記第１端部カラーフィルタよりも離れており、
　前記第２端部カラーフィルタの前記有彩色部が呈する色の彩度は、前記第１端部カラー
フィルタの前記有彩色部が呈する色の彩度よりも高い、請求項１から４のいずれかに記載
の表示パネル。
【請求項７】
　前記第１端部カラーフィルタおよび前記第２端部カラーフィルタは前記白色部を有し、
前記第２端部カラーフィルタの前記白色部の前記第１方向に沿った長さは、前記第１端部
カラーフィルタの前記白色部の前記第１方向に沿った長さよりも大きい、請求項６に記載
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の表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の画素電極を有する第１基板と、該第１基板と対向配置されており、各
画素電極に対応するカラーフィルタを有する第２基板とを備え、前記第１基板及び第２基
板が湾曲している表示パネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、互いに対向する一対の基板を備え、該一対の基板を湾曲させることにより湾曲し
た表示面を形成した、いわゆる曲面ディスプレイが普及し始めている。
【０００３】
　しかし、このような曲面ディスプレイにおいては、一の基板と他の基板とを湾曲させた
状態にて互いに対向させているので、液晶が注入される間隔及び厚みを有する基板の存在
による曲率半径の相違が生じる。このような曲率半径の相違によって、径方向から見た場
合における一の基板の画素電極と他の基板のカラーフィルタとの位置が、例えば、湾曲面
の周方向（円周方向）における中央部では一致するものの、円周方向の両端付近では一致
せずずれてしまう問題が生じる。
【０００４】
　このような問題に対して、例えば、特許文献１においては、湾曲の内側となる基板にお
ける画素領域の湾曲方向ピッチを、湾曲の外側となる基板における画素領域の湾曲方向ピ
ッチよりも、少なくとも部分的に小さくすることにより、各基板における画素領域の湾曲
方向ピッチを同一にした場合と比して各基板間での画素領域のずれを小さくした表示パネ
ルが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－３３３８１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　一方、上述したようなずれが発生した場合は、画素電極に係る画素領域を通過した光が
隣り合う２つのカラーフィルタに跨って入射することがあり得る。この結果、希望するＲ
，Ｇ，Ｂ等の何れかの単色でなく、隣のカラーフィルタの色が混じった色が表示される問
題が生じる。
【０００７】
　しかしながら、特許文献１の表示パネルにおいては、画素領域のずれを小さくすること
はできるものの、ずれに起因する混色の発生を十分に防止することはできない。また、特
許文献１の表示パネルにおいては、斯かる発明の適用のために予め画素領域のずれ量を予
測しておく必要があるので、予測外のずれには対応できない。
【０００８】
　本発明は、斯かる事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、複数の
画素電極を有する第１基板と、該第１基板と対向配置されており、各画素電極に対応する
カラーフィルタを有する第２基板とを備え、前記第１基板及び第２基板が湾曲している表
示パネルにおいて、上述した混色の問題を解決でき、かつ、斯かる混色の問題の解決とい
う効果が安定的に得られる表示パネルを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本実施例に係る表示パネルは、複数の画素電極を有する第１基板と、該第１基板と対向
配置されており、各画素電極に対応するカラーフィルタを有する第２基板とを備え、前記
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第１基板及び第２基板が湾曲している表示パネルにおいて、少なくとも、円周方向にて前
記第２基板の中央部を除く剰余部のカラーフィルタが、着色部と、円周方向にて該着色部
の両側に設けられた無色部とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本実施例によれば、前記第１基板及び第２基板が湾曲している表示パネルにおいて、上
述した混色の問題を解決できる。また、混色の問題の解決という効果が安定的に得られる
。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施の形態１に係る液晶パネルの要部構成を概略的に示す図である。
【図２Ａ】図１における破線円Ａに該当する部分を拡大して表示した拡大図である。
【図２Ｂ】図１における破線円Ｂに該当する部分を拡大して表示した拡大図である。
【図２Ｃ】図１における破線円Ｃに該当する部分を拡大して表示した拡大図である。
【図３Ａ】実施の形態２に係る液晶パネルにて、図１における破線円Ａに該当する部分を
拡大して表示した拡大図である。
【図３Ｂ】実施の形態２に係る液晶パネルにて、図１における破線円Ｂに該当する部分を
拡大して表示した拡大図である。
【図３Ｃ】実施の形態２に係る液晶パネルにて、図１における破線円Ｃに該当する部分を
拡大して表示した拡大図である。
【図４Ａ】実施の形態３に係る液晶パネルにて、図１における破線円Ａに該当する部分を
拡大して表示した拡大図である。
【図４Ｂ】実施の形態３に係る液晶パネルにて、図１における破線円Ｄに該当する部分を
拡大して表示した拡大図である。
【図４Ｃ】実施の形態３に係る液晶パネルにて、図１における破線円Ｂに該当する部分を
拡大して表示した拡大図である。
【図５Ａ】実施の形態４に係る液晶パネルにて、図１における破線円Ａに該当する部分を
拡大して表示した拡大図である。
【図５Ｂ】実施の形態４に係る液晶パネルにて、図１における破線円Ｂに該当する部分を
拡大して表示した拡大図である。
【図５Ｃ】実施の形態４に係る液晶パネルにて、図１における破線円Ｃに該当する部分を
拡大して表示した拡大図である。
【図６Ａ】実施の形態５に係る液晶パネルにて、図１における破線円Ａに該当する部分を
拡大して表示した拡大図である。
【図６Ｂ】実施の形態５に係る液晶パネルにて、図１における破線円Ｂに該当する部分を
拡大して表示した拡大図である。
【図６Ｃ】実施の形態５に係る液晶パネルにて、図１における破線円Ｃに該当する部分を
拡大して表示した拡大図である。
【図７Ａ】実施の形態６に係る液晶パネルにて、図１における破線円Ａに該当する部分を
拡大して表示した拡大図である。
【図７Ｂ】実施の形態６に係る液晶パネルにて、図１における破線円Ｄに該当する部分を
拡大して表示した拡大図である。
【図７Ｃ】実施の形態６に係る液晶パネルにて、図１における破線円Ｂに該当する部分を
拡大して表示した拡大図である。
【図８】実施の形態７に係る液晶パネルの要部構成を概略的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に、本発明の実施の形態に係る表示パネルについて、いわゆる液晶パネルを用いて
図面に基づいて詳述する。
【００１３】
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（実施の形態１）
　図１は実施の形態１に係る液晶パネル１の要部構成を概略的に示す図である。図２Ａ～
図２Ｃは、図１における３つの破線円に該当する部分を拡大して表示した拡大図である。
図２Ａは、図１の液晶パネル１の図示左側の破線円Ａに該当する部分の拡大図であり、図
２Ｂは、図１の液晶パネル１の図示中央部の破線円Ｂに該当する部分の拡大図であり、図
２Ｃは、図１の液晶パネル１の図示右側の破線円Ｃに該当する部分の拡大図である。
【００１４】
　液晶パネル１は、第１方向および第１方向とは異なる第２方向に配列された複数の画素
を含む表示領域を有する。典型的には、第２方向は、第１方向と略直交する方向である。
液晶パネル１は、互いに対向するアクティブマトリクス基板（第１基板）４およびＣＦ基
板（第２基板）２を有する。アクティブマトリクス基板４およびＣＦ基板２は、第１方向
に湾曲している。図１は、液晶パネル１の第１方向に沿った断面を示している。液晶パネ
ル１の表示領域は、表示領域の第１方向における中央を含む中央部Ｃと、中央部Ｃの第１
方向の両側に、中央部Ｃに隣接して位置する２つの端部（剰余部）ＬおよびＲとを含む。
アクティブマトリクス基板４は、それぞれが、複数の画素のそれぞれに対応して設けられ
た複数の画素電極４４を有する。ＣＦ基板２は、それぞれが、複数の画素のそれぞれに対
応して設けられた複数のカラーフィルタ２３（２３Ｒ、２３Ｇ、２３Ｂ）と、ブラックマ
トリクス２４とを含むカラーフィルタ層２２を有する。複数のカラーフィルタ２３のうち
中央部Ｃに含まれる複数の中央部カラーフィルタ２３のそれぞれは、有彩色を呈する有彩
色部を含む。複数のカラーフィルタ２３のうち２つの端部ＬおよびＲに含まれる複数の端
部カラーフィルタ２３は、有彩色部（着色部）２３１Ｒ、２３１Ｇまたは２３１Ｂと、白
色を呈する白色部（無色部）２５とを有し、かつ、白色部２５が有彩色部２３１Ｒ、２３
１Ｇまたは２３１Ｂの第１方向に隣接するように配置されている、端部カラーフィルタ２
３を含む。
【００１５】
　液晶パネル１は、アクティブマトリクス基板４と、アクティブマトリクス基板４に対し
て対向配置されたＣＦ（カラーフィルタ）基板２とを備えている。アクティブマトリクス
基板４及びＣＦ基板２の間には液晶層３が介在している。
【００１６】
　液晶パネル１は矩形であり、例えば、ＣＦ基板２が凸となるように（液晶パネル１の凸
面の外側にＣＦ基板２が配置され、凸面の内側にアクティブマトリクス基板４が配置され
るように）所定の曲率で湾曲している。詳しくは、アクティブマトリクス基板４及びＣＦ
基板２は同様の曲率にて湾曲している。液晶パネル１は、径方向Ｄ１において、内側にア
クティブマトリクス基板４が配置され、外側にＣＦ基板２が配置されている。
【００１７】
　ＣＦ基板２は、ガラス基板２１と、ガラス基板２１においてアクティブマトリクス基板
４側の内面に設けられたカラーフィルタ層２２とを有している。径方向Ｄ１において、外
側にガラス基板２１が配置され、内側にカラーフィルタ層２２が配置されている。換言す
れば、ＣＦ基板２はガラス基板２１が凸となるように湾曲している。
【００１８】
　ガラス基板２１は透明な矩形の板状をなしている。ガラス基板２１の前記内面には、後
述するＲ画素のカラーフィルタ２３Ｒと、Ｇ画素のカラーフィルタ２３Ｇと、Ｂ画素のカ
ラーフィルタ２３Ｂがマトリクス状に設けられている。以下、説明の便宜上、カラーフィ
ルタ２３Ｒ、カラーフィルタ２３Ｇ及びカラーフィルタ２３Ｂをカラーフィルタ２３とも
言う。
【００１９】
　詳しくは、ガラス基板２１の長手方向（第１方向）に沿って、カラーフィルタ２３Ｒ、
カラーフィルタ２３Ｇ、カラーフィルタ２３Ｂがこの順に繰り返して配置されている。す
なわち、ガラス基板２１（液晶パネル１）はその長手方向（第１方向）に沿って湾曲して
いるので、液晶パネル１の湾曲面の周方向（例えば円周方向）Ｄ２にて、カラーフィルタ
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２３Ｒ、カラーフィルタ２３Ｇ、カラーフィルタ２３Ｂがこの順に繰り返して配置されて
いる。カラーフィルタ２３Ｒ、カラーフィルタ２３Ｇおよびカラーフィルタ２３Ｂは、例
えば、第２方向に沿って延びるストライプ状である。
【００２０】
  ガラス基板２１の前記内面には、ブラックマトリクス（以下、ＢＭと言う。）２４が格
子状に設けられている。すなわち、ガラス基板２１の前記内面には、ガラス基板２１の長
手方向及び短手方向にて、カラーフィルタ２３Ｒ、カラーフィルタ２３Ｇ、カラーフィル
タ２３Ｂの各々の間にＢＭ２４が設けられている。また、カラーフィルタ２３と液晶層３
との間には透明電極（図示せず）が配置されている。すなわち、ＣＦ基板２は、画素電極
に対向する対向電極を有する。対向電極は、すべての画素に共通に設けられるので、共通
電極と呼ばれることもある。なお、表示モードによっては、共通電極がＣＦ基板２ではな
くアクティブマトリクス基板４に設けられることもある。
【００２１】
　アクティブマトリクス基板４は、ガラス基板４１と、ガラス基板４１においてＣＦ基板
２側の内面に設けられた電極層４２とを有している。径方向Ｄ１において、外側に電極層
４２が配置され、内側にガラス基板４１が配置されている。換言すれば、アクティブマト
リクス基板４は電極層４２が凸となるように湾曲している。
【００２２】
　ガラス基板４１は透明な矩形の板状をなしており、ガラス基板４１の前記内面には、電
極層４２が形成されている。電極層４２においては、配線４３（信号線及び走査線）が格
子状に形成されている。詳しくは、電極層４２においては、複数の信号線（図示せず）と
走査線（図示せず）が互いに交差して配置されており、前記信号線と前記走査線に囲まれ
た領域に重なるように画素電極４４が設けられている。すなわち、配線４３は格子状に形
成されており、画素電極４４はマトリクス状に配置されている。
【００２３】
  前記走査線には、走査駆動回路から線順次方式で走査信号が供給され、前記信号線には
、画素電極４４の各々に供給すべき表示信号が信号駆動回路から供給される。各画素電極
４４に前記信号線から供給された信号に基づいて、画素電極４４とＣＦ基板２の透明電極
（共通電極）との間の液晶層３に電圧が印加されることによって、その画素が呈すべき輝
度（階調）が実現される。
【００２４】
  例えば、ノーマリブラックモードにおいては、画素電極４４とＣＦ基板２の透明電極（
共通電極）との間に電圧が印加されていない場合に最低階調（黒表示）を呈し、画素電極
４４とＣＦ基板２の透明電極との間に最大電圧が印加された場合に最高階調（白表示）を
呈する。なお、本実施形態の液晶パネルは、ノーマリホワイトモードを採用してももちろ
んよい。
【００２５】
　以上のような、ＣＦ基板２及びアクティブマトリクス基板４を平面状態にて対向させた
場合は、すなわち、湾曲されていない場合は、対向の方向から見てＣＦ基板２の各カラー
フィルタ２３の位置とアクティブマトリクス基板４における画素電極４４の位置とが略一
致する状態になる。また、このような状態は、液晶パネルの全体において一様である。
【００２６】
　しかし、ＣＦ基板２及びアクティブマトリクス基板４を湾曲させて互いに対向させた場
合には、基板の厚さおよび液晶層３の厚さ（液晶が注入される間隔）の存在による曲率半
径の相違が生じる。このような曲率半径の相違によって、前記対向方向から見た場合の画
素電極４４とカラーフィルタ２３との位置が、例えば、円周方向Ｄ２における液晶パネル
１の中央部では一致するものの、液晶パネル１の両端付近では一致せずずれてしまう問題
が生じる。
【００２７】
　以下では、液晶パネル１（ＣＦ基板２、アクティブマトリクス基板４）にて、円周方向
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Ｄ２における中央部を除く部分を剰余部とも言う。ここで、円周方向Ｄ２における液晶パ
ネル１（ＣＦ基板２、アクティブマトリクス基板４）の中央部とは、例えば、液晶パネル
１を円周方向Ｄ２に３つの部分に等分した場合、円周方向Ｄ２における中心部分である。
すなわち、図１において、液晶パネル１（ＣＦ基板２、アクティブマトリクス基板４）の
中央部はＣであり（以下、中央部Ｃと言う。）、中央部Ｃに対して図示左側のＬ部分と図
示右側のＲ部分と合わせた部分が剰余部である（以下、剰余部ＬＲと言う。）。
【００２８】
　また、以下においては、ＣＦ基板２のカラーフィルタ層２２において、各々のカラーフ
ィルタ２３によって占められた領域、すなわち、ＢＭ２４によって囲まれた領域をカラー
フィルタ領域Ｚ１と言う。また、電極層４２において、配線４３（信号線及び走査線）に
よって画定される、画素電極４４を含む領域を画素電極領域Ｚ２と言う。図２Ａ～図２Ｃ
に基づいて、上述した問題について詳しく説明する。
【００２９】
　図２Ｂに示しているように、中央部Ｃにおいては、カラーフィルタ領域Ｚ１及び画素電
極領域Ｚ２が正対しており、径方向Ｄ１から見た場合、ＢＭ２４の位置と配線４３の位置
とが一致している。
【００３０】
　しかし、図２Ａ及び図２Ｃに示しているように、剰余部ＬＲにおいては、カラーフィル
タ領域Ｚ１及び画素電極領域Ｚ２が正対しておらず、径方向Ｄ１から見た場合、ＢＭ２４
の位置と配線４３の位置とが一致していない。液晶パネル１において中央部Ｃに対する図
示左側のＬ部分では、円周方向Ｄ２における左端に向けて画素電極領域Ｚ２がずれている
（図２Ａ参照）。また、液晶パネル１において中央部Ｃに対する図示右側のＲ部分では、
円周方向Ｄ２における右端に向けて画素電極領域Ｚ２がずれている（図２Ｃ参照）。
【００３１】
　それにより剰余部ＬＲでは画素電極領域Ｚ２の位置ずれが発生したことに起因して混色
が生じるおそれがある。すなわち、剰余部ＬＲにおいて、画素電極領域Ｚ２の位置ズレが
発生した場合は、一つの画素電極領域Ｚ２を通過した光が隣り合う２つのカラーフィルタ
領域Ｚ１に跨って入射することがあり得る。この結果、希望するＲ，Ｇ，Ｂの何れかの単
色でなく、隣のカラーフィルタ２３の色が混じった色が表示されることとなる。
【００３２】
　しかし、本実施の形態に係る液晶パネル１においては、このような混色の問題が発生す
ることを防止できるように構成されている。以下、詳しく説明する。
【００３３】
　本実施の形態に係る液晶パネル１おいては、少なくともＣＦ基板２の剰余部ＬＲの各カ
ラーフィルタ２３が、着色部と無色部と有している。図２Ａ及び図２Ｃに示しているよう
に、各カラーフィルタ２３Ｒは、Ｒ色を有する着色部２３１Ｒと、円周方向Ｄ２にて着色
部２３１Ｒの両側に無色部２５，２５とを有している。また、各カラーフィルタ２３Ｇは
、Ｇ色を有する着色部２３１Ｇと、円周方向Ｄ２にて着色部２３１Ｇの両側に無色部２５
，２５とを有し、各カラーフィルタ２３Ｂは、Ｂ色を有する着色部２３１Ｂと、円周方向
Ｄ２にて着色部２３１Ｂの両側に無色部２５，２５とを有している。
【００３４】
　換言すれば、剰余部ＬＲでは、円周方向Ｄ２方向において、各ＢＭ２４の両側には無色
部２５，２５が設けられている。無色部２５，２５は例えば、無色であっても良く、白色
を着色しても良い。
【００３５】
　このような構成を有することから、本実施の形態に係る液晶パネル１においては、剰余
部ＬＲにて、上述したように画素電極領域Ｚ２の位置ずれが発生した場合であっても混色
が生じない。以下、説明の便宜上、剰余部ＬＲにおけるＬ部分について、図２Ａを用いて
カラーフィルタ２３Ｇの場合を例に挙げて説明する。
【００３６】
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　カラーフィルタ２３Ｇと正対すべき画素電極領域Ｚ２が径方向Ｄ１から見て図示左側に
位置ずれをおこし、該画素電極領域Ｚ２の一部がカラーフィルタ２３Ｒの一部とも対向す
ることになり得る。しかし、本実施の形態に係る液晶パネル１では、上述したように、着
色部２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂの夫々の両側に無色部２５，２５が設けられているの
で、画素電極領域Ｚ２の前記一部が径方向Ｄ１にてカラーフィルタ２３Ｒの無色部２５と
対向することとなる。従って、斯かる画素電極領域Ｚ２を通過した光がカラーフィルタ２
３Ｇ及びカラーフィルタ２３Ｒに跨って入射したとしても、無色部２５，２５を通過した
光は色を表さないのでＧ色に混色は生じない。
【００３７】
　剰余部ＬＲにおけるＲ部分については、図２Ｃを用いてカラーフィルタ２３Ｇの場合を
例に挙げて説明する。
【００３８】
　径方向Ｄ１から見てそもそもカラーフィルタ２３Ｇと正対していた画素電極領域Ｚ２が
位置ずれを起こし、該画素電極領域Ｚ２の一部がカラーフィルタ２３Ｂの一部とも対向す
ることになり得る。しかし、本実施の形態に係る液晶パネル１では、上述したように、着
色部２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂの両側に無色部２５，２５が設けられているので、画
素電極領域Ｚ２の前記一部が径方向Ｄ１にてカラーフィルタ２３Ｂの無色部２５と対向す
ることとなる。従って、斯かる画素電極領域Ｚ２を通過した光がカラーフィルタ２３Ｇ及
びカラーフィルタ２３Ｂに跨って入射したとしても、無色部２５，２５を通過した光は色
を表さないのでＧ色に混色は生じない。
【００３９】
　一方、図２Ｂに示しているように、中央部Ｃでは上述した画素電極領域Ｚ２の位置ずれ
が生じないので、混色という問題も発生しない。
【００４０】
　このように、本実施の形態に係る液晶パネル１においては、画素電極領域Ｚ２の位置ず
れが発生しない中央部Ｃを除いて、画素電極領域Ｚ２の位置ずれが発生する剰余部ＬＲに
のみ、各カラーフィルタ２３に対して無色部２５，２５が設けられている。従って、より
効率的に混色の問題に対応することが出来る。
【００４１】
　なお、図示する例では、それぞれの端部カラーフィルタ２３において、白色部２５は、
有彩色部２３１Ｒ、２３１Ｇまたは２３１Ｂの第１方向の両側に配置されているが、本実
施形態はこれに限られない。例えば図１に示す例では、液晶パネル１の湾曲した凸面の外
側にＣＦ基板２が配置され、凸面の内側にアクティブマトリクス基板４が配置されている
。この場合、図２Ａ～図２Ｃに示すように、アクティブマトリクス基板４は、ＣＦ基板２
に対して、第１方向の端に向かう方向にずれる。図２Ａに示す端部Ｌでは、アクティブマ
トリクス基板４は、ＣＦ基板２に対して、液晶パネル１の左端に向かう方向に（図の左に
向かう方向に）ずれており、図２Ｃに示す端部Ｒでは、アクティブマトリクス基板４は、
ＣＦ基板２に対して、液晶パネル１の右端に向かう方向に（図の右に向かう方向に）ずれ
ている。このようなずれに起因した混色を防ぐためには、図２Ａに示す端部Ｌの端部カラ
ーフィルタ２３において、白色部２５は、有彩色部２３１Ｒ、２３１Ｇまたは２３１Ｂの
右側に少なくとも設けられていればよく、図２Ｃに示す端部Ｒの端部カラーフィルタ２３
において、白色部２５は、有彩色部２３１Ｒ、２３１Ｇまたは２３１Ｂの左側に少なくと
も設けられていればよい。すなわち、各画素について、第１方向に平行な方向のうち、そ
の画素から表示領域の第１方向における中央に向かう方向を第３方向とすると、複数の端
部カラーフィルタは、有彩色部と、白色部とを有し、かつ、白色部は第３方向に沿って有
彩色部に隣接するように配置されている、端部カラーフィルタを含むことが好ましい。中
央部Ｃについても同様であってもよい。複数の中央部カラーフィルタは、有彩色部と、白
色部とを有し、かつ、白色部は第３方向に沿って有彩色部に隣接するように配置されてい
る、中央部カラーフィルタを含んでもよい。表示領域の第１方向における中央の画素につ
いては、白色部の配置は任意であってよい。
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【００４２】
　なお、後述する図８に示す例のように、アクティブマトリクス基板４およびＣＦ基板２
の位置関係が逆の場合は、ずれが生じる方向が逆になる。つまり、液晶パネル１の湾曲し
た凸面の内側にＣＦ基板２が配置され、凸面の外側にアクティブマトリクス基板４が配置
されている場合は、アクティブマトリクス基板４は、ＣＦ基板２に対して、第１方向の中
央に向かう方向にずれる。従って、白色部を設ける位置についても上記と逆のことが言え
る。各画素について、第１方向に平行な方向のうち、表示領域の第１方向における中央か
らその画素に向かう方向を第４方向とすると、複数の端部カラーフィルタは、有彩色部と
、白色部とを有し、かつ、白色部は第４方向に沿って有彩色部に隣接するように配置され
ている、端部カラーフィルタを含むことが好ましい。複数の中央部カラーフィルタは、有
彩色部と、白色部とを有し、かつ、白色部は第４方向に沿って有彩色部に隣接するように
配置されている、中央部カラーフィルタを含んでもよい。
【００４３】
　また、各カラーフィルタ２３の有彩色部の色の濃さは、典型的には略均一であるが、均
一でなくてもよい。
【００４４】
（実施の形態２）
　実施の形態２に係る液晶パネル１においては、剰余部ＬＲに加え、中央部Ｃにおいても
各カラーフィルタ２３に対して無色部２５，２５が設けられている。すなわち、複数の中
央部カラーフィルタは、白色部２５をさらに有し、かつ、白色部２５が有彩色部の第１方
向に隣接するように配置されている中央部カラーフィルタを含む。以下、詳しく説明する
。
【００４５】
　図３Ａ～図３Ｃは、実施の形態２に係る液晶パネル１にて、図１における３つの破線円
に該当する部分を拡大して表示した拡大図である。図３Ａは、図１の液晶パネル１の図示
左側の破線円Ａに該当する部分の拡大図であり、図３Ｂは、図１の液晶パネル１の図示中
央部の破線円Ｂに該当する部分の拡大図であり、図３Ｃは、図１の液晶パネル１の図示右
側の破線円Ｃに該当する部分の拡大図である。
【００４６】
　本実施の形態に係る液晶パネル１においては、中央部Ｃの各カラーフィルタ２３が、着
色部と無色部と有している。図３Ｂに示しているように、各カラーフィルタ２３Ｒは、Ｒ
色を有する着色部２３１Ｒと、円周方向Ｄ２にて着色部２３１Ｒの両側に無色部２５，２
５とを有している。また、各カラーフィルタ２３Ｇは、Ｇ色を有する着色部２３１Ｇと、
円周方向Ｄ２にて着色部２３１Ｇの両側に無色部２５，２５とを有し、各カラーフィルタ
２３Ｂは、Ｂ色を有する着色部２３１Ｂと、円周方向Ｄ２にて着色部２３１Ｂの両側に無
色部２５，２５とを有している。
【００４７】
　換言すれば、中央部Ｃでは、円周方向Ｄ２方向において、各ＢＭ２４の両側には無色部
２５，２５が設けられている。無色部２５，２５は例えば、無色であっても良く、白色を
着色しても良い。
【００４８】
　その他、図３Ａ及び図３Ｃは図２Ａ及び図２Ｃと同じであり、これについては実施の形
態１にて既に説明しているので、ここでは詳しい説明を省略する。
【００４９】
　このような構成を有することから、本実施の形態に係る液晶パネル１においては、中央
部Ｃにて、上述したように画素電極領域Ｚ２の位置ずれが発生した場合であっても混色が
生じない。詳細な作用及び効果については実施の形態１にて既に説明しており、ここでは
詳しい説明を省略する。
【００５０】
　また、本実施の形態に係る液晶パネル１においては、上述したように、剰余部ＬＲのみ
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ならず中央部Ｃでも、各カラーフィルタ２３に対して無色部２５，２５が設けられている
。従って、液晶パネル１の製造においてハンドリングミスなどによって、ＣＦ基板２に対
するアクティブマトリクス基板４の位置がずれた場合であっても、適切に混色の問題に対
応することが出来る。
【００５１】
　実施の形態１と同様の部分については、同一の符号を付して詳細な説明を省略する。
【００５２】
（実施の形態３）
　実施の形態３に係る液晶パネル１においては、円周方向Ｄ２における各カラーフィルタ
２３の無色部２５の幅（白色部２５の第１方向に沿った長さ）が、円周方向Ｄ２における
液晶パネル１（ＣＦ基板２）上の位置によって異なるように構成されている。以下、詳し
く説明する。
【００５３】
　図４Ａ～図４Ｃは、実施の形態３に係る液晶パネル１にて、図１における３つの破線円
に該当する部分を拡大して表示した拡大図である。図４Ａは、図１の液晶パネル１の図示
左側の破線円Ａに該当する部分の拡大図であり、図４Ｂは、図１の液晶パネル１の図示左
側の破線円Ｄに該当する部分の拡大図であり、図４Ｃは、図１の液晶パネル１の図示中央
部の破線円Ｂに該当する部分の拡大図である。
【００５４】
　すなわち、図４は、円周方向Ｄ２において、液晶パネル１の中央から図示左部分を示し
ている。図４Ｃが円周方向Ｄ２における液晶パネル１の中央部を示しており、図４Ａが円
周方向Ｄ２における液晶パネル１の図示左端部を示しており、図４Ｂが円周方向Ｄ２にお
いて液晶パネル１の中央部より図示左側であって、図示左端より中央側に係る部分を示し
ている。
【００５５】
　図４Ａ及び図４Ｂから分かるように、円周方向Ｄ２における液晶パネル１の図示左端に
向けて画素電極領域Ｚ２がずれている。また、円周方向Ｄ２にて、液晶パネル１の図示左
端に近い程、すなわち、中央から遠い程、画素電極領域Ｚ２がずれる量が多いことが分か
る。
【００５６】
　以上のことに対応して、本実施の形態に係る液晶パネル１では、各カラーフィルタ２３
において、円周方向Ｄ２における無色部の２５の幅が、円周方向Ｄ２にて液晶パネル１（
ＣＦ基板２）の中央から遠くなることにつれて広くなるように構成されている。
【００５７】
　図１に示すように、本実施の形態に係る液晶パネル１において破線円Ａに係る部分は、
破線円Ｄ，Ｂの夫々に係る部分より、円周方向Ｄ２にて図示左側の端部に該当する。この
ような破線円Ａに係る部分では、円周方向Ｄ２において、無色部２５の幅Ｌ１（図４Ａ）
が、破線円Ｄ，Ｂの夫々に係る無色部２５の幅Ｌ２（図４Ｂ）及びＬ３（図４Ｃ）より広
くなるように構成されている。
【００５８】
　また、本実施の形態に係る液晶パネル１において破線円Ｄに係る部分は、円周方向Ｄ２
にて、破線円Ａに係る部分より中央側であって、破線円Ｂに係る部分より図示左側に該当
する。このような破線円Ｄに係る部分では、円周方向Ｄ２において、無色部２５の幅Ｌ２
が、破線円Ａに係る無色部２５の幅Ｌ１より狭いが、破線円Ｂに係る無色部２５の幅Ｌ３
より広くなるように構成されている。
【００５９】
　また、本実施の形態に係る液晶パネル１において破線円Ｂに係る部分は、円周方向Ｄ２
にて中央部に該当する。このような破線円Ｂに係る部分では、円周方向Ｄ２において、無
色部２５の幅Ｌ３が、破線円Ａ，Ｄの夫々に係る無色部２５の幅Ｌ１，Ｌ２より狭くなる
ように構成されている。なお、これに限るものでなく、破線円Ｂに係る部分においては無
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色部２５を設けなくても良い。
【００６０】
　このような構成を有することから、本実施の形態に係る液晶パネル１においては、中央
部Ｃ及び剰余部ＬＲにて、上述したように画素電極領域Ｚ２の位置ずれが発生した場合で
あっても混色が生じない。詳細な作用及び効果については実施の形態１にて既に説明して
おり、ここでは詳しい説明を省略する。
【００６１】
　また、本実施の形態に係る液晶パネル１では、上述したように、円周方向Ｄ２において
、液晶パネル１（ＣＦ基板２）の中央から遠くなることにつれて無色部の２５の幅が広く
なるように構成し、ＣＦ基板２の全体における無色部２５の割合を必要最低限に抑えてい
る。従って、カラーフィルタ２３に無色部２５を加えることにより、表示色の鮮やかさが
落ちることを極力抑えることが出来る。
【００６２】
　また、本実施の形態に係る液晶パネル１は、上述した構成に限るものでない。例えば、
剰余部ＬＲにのみ無色部２５，２５を設け、かつ液晶パネル１（ＣＦ基板２）の中央から
遠くなることにつれて剰余部ＬＲの範囲内で無色部の２５の幅が広くなるように構成して
も良い。
【００６３】
　実施の形態１と同様の部分については、同一の符号を付して詳細な説明を省略する。
【００６４】
（実施の形態４）
　実施の形態４に係る液晶パネル１においては、液晶パネル１の剰余部ＬＲに係るカラー
フィルタ２３（端部カラーフィルタ２３）の着色部２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂが従来
よりも高い彩度を有するように構成されている。以下、詳しく説明する。
【００６５】
　図５Ａ～図５Ｃは、実施の形態４に係る液晶パネル１にて、図１における３つの破線円
に該当する部分を拡大して表示した拡大図である。図５Ａは、図１の液晶パネル１の図示
左側の破線円Ａに該当する部分の拡大図であり、図５Ｂは、図１の液晶パネル１の図示中
央部の破線円Ｂに該当する部分の拡大図であり、図５Ｃは、図１の液晶パネル１の図示右
側の破線円Ｃに該当する部分の拡大図である。
　なお、図５Ａ～図５Ｃにおいては、彩度の高い箇所にハッチングを付けている。
【００６６】
　本実施の形態に係る液晶パネル１は、実施の形態１と同様、ＣＦ基板２の剰余部ＬＲの
各カラーフィルタ２３が着色部と無色部と有している。すなわち、剰余部ＬＲにおいて、
各カラーフィルタ２３Ｒは着色部２３１Ｒと、円周方向Ｄ２にて着色部２３１Ｒの両側に
無色部２５，２５とを有しており、各カラーフィルタ２３Ｇは、着色部２３１Ｇと、円周
方向Ｄ２にて着色部２３１Ｇの両側に無色部２５，２５とを有し、各カラーフィルタ２３
Ｂは、着色部２３１Ｂと、円周方向Ｄ２にて着色部２３１Ｂの両側に無色部２５，２５と
を有している。
【００６７】
　更に、本実施の形態に係る液晶パネル１において、剰余部ＬＲに係るカラーフィルタ２
３の着色部２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂはその彩度が従来より高い。
【００６８】
　詳しくは、一般的にＴＶ、モニター等におけるＲＧＢのｘｙ色座標は、ｓＲＧＢ規格の
Ｒ(０．６４，０．３３)、Ｇ(０．３０，０．６０)、Ｂ(０．１５，０．０６)に近い場合
が多い。これはＮＴＳＣ規格のｘｙ色座標が、Ｒ(０．６７，０．３３)、Ｇ(０．２１，
０．７１)、Ｂ(０．１４，０．０８)であるが、該座標による三角形の面積比との比較で
ＮＴＳＣ比７２％に相当すると言われることがある。
【００６９】
　一方、本実施の形態に係る液晶パネル１においては、ＣＦ基板２の剰余部ＬＲに係るカ
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ラーフィルタ２３に無色部２５が設けられており、これによって、カラーフィルタ２３に
白色が混ざる場合と同様に、ＮＴＳＣ面積比が小さくなって色再現範囲が狭くなるおそれ
がある。
【００７０】
　これに対して、本実施の形態に係る液晶パネル１では、剰余部ＬＲのカラーフィルタ２
３における、着色部２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂの色が従来より高い彩度を有するよう
に構成されている。詳しくは、ｘｙ色座標で、着色部２３１Ｒの色がＲ（０．６４超過～
０．６７，０．３２～０．３４）であり、着色部２３１Ｇの色がＧ（０．２１～０．３０
未満，０．６０超過～０．７１）であり、着色部２３１Ｂの色がＢ（０．１３～０．１５
未満，０．０５～０．０６未満）である。
【００７１】
　このような構成を有することから、本実施の形態に係る液晶パネル１においては、剰余
部ＬＲにて、上述したように画素電極領域Ｚ２の位置ずれが発生した場合であっても混色
が生じない。詳細な作用及び効果については実施の形態１にて既に説明しており、ここで
は詳しい説明を省略する。
【００７２】
　また、本実施の形態に係る液晶パネル１では、上述したように、剰余部ＬＲに係るカラ
ーフィルタ２３の着色部２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂの色の彩度が従来より高いので、
上述したように剰余部ＬＲにて色再現範囲が狭くなる問題を解決することができる。
【００７３】
　実施の形態１と同様の部分については、同一の符号を付して詳細な説明を省略する。
【００７４】
（実施の形態５）
　実施の形態５に係る液晶パネル１においては、液晶パネル１の中央部Ｃ及び剰余部ＬＲ
に係るカラーフィルタ２３（中央部カラーフィルタ２３および端部カラーフィルタ２３）
の着色部２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂが従来よりも高い彩度を有するように構成されて
いる。以下、詳しく説明する。
【００７５】
　図６Ａ～図６Ｃは、実施の形態５に係る液晶パネル１にて、図１における３つの破線円
に該当する部分を拡大して表示した拡大図である。図６Ａは、図１の液晶パネル１の図示
左側の破線円Ａに該当する部分の拡大図であり、図６Ｂは、図１の液晶パネル１の図示中
央部の破線円Ｂに該当する部分の拡大図であり、図６Ｃは、図１の液晶パネル１の図示右
側の破線円Ｃに該当する部分の拡大図である。
　なお、図６Ａ～図６Ｃにおいては、彩度の高い箇所にハッチングを付けている。
【００７６】
　本実施の形態に係る液晶パネル１は、実施の形態２と同様、ＣＦ基板２の中央部Ｃ及び
剰余部ＬＲの各カラーフィルタ２３が着色部と無色部と有している。すなわち、中央部Ｃ
及び剰余部ＬＲにおいて、各カラーフィルタ２３Ｒは着色部２３１Ｒと、円周方向Ｄ２に
て着色部２３１Ｒの両側に無色部２５，２５とを有しており、各カラーフィルタ２３Ｇは
、着色部２３１Ｇと、円周方向Ｄ２にて着色部２３１Ｇの両側に無色部２５，２５とを有
し、各カラーフィルタ２３Ｂは、着色部２３１Ｂと、円周方向Ｄ２にて着色部２３１Ｂの
両側に無色部２５，２５とを有している。
【００７７】
　更に、本実施の形態に係る液晶パネル１において、中央部Ｃ及び剰余部ＬＲに係るカラ
ーフィルタ２３の着色部２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂはその彩度が従来より高い。
【００７８】
　詳しくは、一般的にＴＶ、モニター等におけるＲＧＢのｘｙ色座標は、ｓＲＧＢ規格の
Ｒ(０．６４，０．３３)、Ｇ(０．３０，０．６０)、Ｂ(０．１５，０．０６)に近い場合
が多い。
【００７９】
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　一方、本実施の形態に係る液晶パネル１においては、ＣＦ基板２の中央部Ｃ及び剰余部
ＬＲに係るカラーフィルタ２３に無色部２５が設けられており、これによって、カラーフ
ィルタ２３に白色が混ざる場合と同様に、ＮＴＳＣ面積比が小さくなって色再現範囲が狭
くなるおそれがある。
【００８０】
　これに対して、本実施の形態に係る液晶パネル１では、中央部Ｃ及び剰余部ＬＲのカラ
ーフィルタ２３における、着色部２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂの色が従来より高い彩度
を有するように構成されている。詳しくは、ｘｙ色座標にて、着色部２３１Ｒの色がＲ（
０．６４～０．６７，０．３２～０．３４）であり、着色部２３１Ｇの色がＧ（０．２１
～０．３０，０．６０～０．７１）であり、着色部２３１Ｂの色がＢ（０．１３～０．１
５，０．０５～０．０６）である。
【００８１】
　このような構成を有することから、本実施の形態に係る液晶パネル１においては、中央
部Ｃ及び剰余部ＬＲにて、上述したように画素電極領域Ｚ２の位置ずれが発生した場合で
あっても混色が生じない。詳細な作用及び効果については実施の形態１にて既に説明して
おり、ここでは詳しい説明を省略する。
【００８２】
　また、本実施の形態に係る液晶パネル１では、上述したように、中央部Ｃ及び剰余部Ｌ
Ｒに係るカラーフィルタ２３の着色部２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂの色の彩度が従来よ
り高いので、上述したように中央部Ｃ及び剰余部ＬＲにて色再現範囲が狭くなる問題を解
決することができる。
【００８３】
　実施の形態１，２と同様の部分については、同一の符号を付して詳細な説明を省略する
。
【００８４】
（実施の形態６）
　実施の形態６に係る液晶パネル１においては、各カラーフィルタ２３の着色部２３１Ｒ
，２３１Ｇ，２３１Ｂの色の彩度が、円周方向Ｄ２における位置によって異なるように構
成されている。以下、詳しく説明する。
【００８５】
　図７Ａ～図７Ｃは、実施の形態６に係る液晶パネル１にて、図１における３つの破線円
に該当する部分を拡大して表示した拡大図である。図７Ａは、図１の液晶パネル１の図示
左側の破線円Ａに該当する部分の拡大図であり、図７Ｂは、図１の液晶パネル１の図示左
側の破線円Ｄに該当する部分の拡大図であり、図７Ｃは、図１の液晶パネル１の図示中央
部の破線円Ｂに該当する部分の拡大図である。
　なお、図７Ａ～図７Ｃにおいて、色の彩度の違いをハッチングの線間のピッチにて表し
ている。線間のピッチが狭い程、高い彩度を表す。
【００８６】
　すなわち、図７は、円周方向Ｄ２において、液晶パネル１の中央から図示左部分を示し
ている。図７Ｃが円周方向Ｄ２における液晶パネル１の中央部を示しており、図７Ａが円
周方向Ｄ２における液晶パネル１の図示左端部を示しており、図７Ｂが円周方向Ｄ２にお
いて液晶パネル１の中央部より図示左側であって、図示左端より中央側に係る部分を示し
ている。
【００８７】
　本実施の形態に係る液晶パネル１は、実施の形態２と同様、ＣＦ基板２の中央部Ｃ及び
剰余部ＬＲの各カラーフィルタ２３が着色部２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂと無色部２５
と有している。
【００８８】
　図７Ａ～図７Ｃから分かるように、円周方向Ｄ２における液晶パネル１の図示左端に向
けて画素電極領域Ｚ２がずれている。また、円周方向Ｄ２にて、液晶パネル１の図示左端
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に近い程、すなわち、中央から遠い程、画素電極領域Ｚ２がずれる量が多いことが分かる
。
【００８９】
　以上のことに対応して、本実施の形態に係る液晶パネル１では、各カラーフィルタ２３
において、円周方向Ｄ２における無色部の２５の幅が、円周方向Ｄ２にて液晶パネル１（
ＣＦ基板２）の中央から遠くなることにつれて広くなるように構成されている。
【００９０】
　すなわち、円周方向Ｄ２において、液晶パネル１の中央部（図１の破線円Ｂ参照）での
無色部の２５の幅Ｌ３と、液晶パネル１の図示左端部（図１の破線円Ａ）での無色部の２
５の幅Ｌ１と、液晶パネル１の中央部より図示左側であって図示左端より中央側に係る部
分（図１の破線円Ｄ）での無色部の２５の幅Ｌ２とは、「Ｌ１＞Ｌ２＞Ｌ３」の関係を有
している。
【００９１】
　一方、ＣＦ基板２の中央部Ｃ及び剰余部ＬＲに係るカラーフィルタ２３に無色部２５が
設けられることによって、カラーフィルタ２３に白色が混ざる場合と同様に、上述したＮ
ＴＳＣ面積比が小さくなって色再現範囲が狭くなるおそれがある。更に、本実施の形態に
係る液晶パネル１においては、無色部の２５の幅が、円周方向Ｄ２にて液晶パネル１（Ｃ
Ｆ基板２）の中央から遠くなることにつれて広くなっているので、前記ＮＴＳＣ面積比の
縮小量も円周方向Ｄ２にて液晶パネル１（ＣＦ基板２）の中央から遠くなることにつれて
大きくなる。
【００９２】
　これに対応して、本実施の形態に係る液晶パネル１において、中央部Ｃ及び剰余部ＬＲ
に係るカラーフィルタ２３の着色部２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂはその色の彩度が従来
より高く、かつ、円周方向Ｄ２にて液晶パネル１（ＣＦ基板２）の中央から遠くなること
につれて高くなるように構成されている。
【００９３】
　詳しくは、一般的にＴＶ、モニター等におけるＲＧＢのｘｙ色座標は、ｓＲＧＢ規格の
Ｒ(０．６４，０．３３)、Ｇ(０．３０，０．６０)、Ｂ(０．１５，０．０６)に近い場合
が多い。
【００９４】
　本実施の形態に係る液晶パネル１では、中央部Ｃ及び剰余部ＬＲのカラーフィルタ２３
における着色部２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂの色が、ｘｙ色座標で、着色部２３１Ｒは
Ｒ（０．６４～０．６７，０．３２～０．３４）の範囲であり、着色部２３１ＧはＧ（０
．２１～０．３０，０．６０～０．７１）の範囲であり、着色部２３１ＢはＢ（０．１３
～０．１５，０．０５～０．０６）の範囲である。
【００９５】
　また、円周方向Ｄ２にて液晶パネル１（ＣＦ基板２）の中央から遠くなることにつれて
着色部２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂの色の彩度が高くなるように、上述した範囲内で、
ｘｙ色座標（彩度）が定められる。
【００９６】
　このような構成を有することから、本実施の形態に係る液晶パネル１においては、中央
部Ｃ及び剰余部ＬＲにて、上述したように画素電極領域Ｚ２の位置ずれが発生した場合で
あっても混色が生じない。詳細な作用及び効果については実施の形態１にて既に説明して
おり、ここでは詳しい説明を省略する。
【００９７】
　また、本実施の形態に係る液晶パネル１では、上述したように、中央部Ｃ及び剰余部Ｌ
Ｒに係るカラーフィルタ２３の着色部２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂの色の彩度が従来よ
り高いうえに、円周方向Ｄ２にて液晶パネル１（ＣＦ基板２）の中央から遠くなることに
つれて高くなるように構成されている。従って、上述した中央部Ｃ及び剰余部ＬＲにて色
再現範囲が狭くなる問題を解決しつつ、中央部Ｃ及び剰余部ＬＲにおいて同程度の彩度の
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色が表示されるようにすることができる。
【００９８】
　実施の形態１と同様の部分については、同一の符号を付して詳細な説明を省略する。
【００９９】
（実施の形態７）
　以上の記載においては、液晶パネル１が湾曲しており、径方向Ｄ１において、ＣＦ基板
２が外側であり、アクティブマトリクス基板４が内側である場合を例に挙げて説明したが
、本発明はこれに限るものでない。
【０１００】
　図８は実施の形態７に係る液晶パネル１の要部構成を概略的に示す図である。実施の形
態７に係る液晶パネル１はアクティブマトリクス基板４が凸となるように湾曲している。
すなわち、液晶パネル１は湾曲しており、径方向Ｄ１において、ＣＦ基板２が内側であり
、アクティブマトリクス基板４が外側である。本発明はこのような場合も適用可能である
。
【０１０１】
　本実施の形態に係る液晶パネル１においては、ＣＦ基板２がずれる問題が生じる。換言
すれば、相対的に画素電極領域Ｚ２がずれる問題が生じる。
【０１０２】
　すなわち、ＣＦ基板２及びアクティブマトリクス基板４を湾曲させて互いに対向させて
いるので、基板の厚さおよび液晶が注入される隙間（液晶層３の厚さ）による曲率半径の
相違が生じる。このような曲率半径の相違によって、前記対向方向から見た場合の画素電
極４４とカラーフィルタ２３との位置が、例えば、円周方向Ｄ２における液晶パネル１の
中央部では一致するものの、液晶パネル１の両端付近では一致せずずれてしまう問題が生
じる。
【０１０３】
　詳しくは、中央部Ｃにおいては、ＣＦ基板２のカラーフィルタ２３とアクティブマトリ
クス基板４の画素電極４４が正対しており、径方向Ｄ１から見た場合、ＢＭ２４の位置と
配線４３の位置とが一致している。
【０１０４】
　しかし、剰余部ＬＲにおいては、カラーフィルタ２３及び画素電極４４が正対しておら
ず、径方向Ｄ１から見た場合、ＢＭ２４の位置と配線４３の位置とが一致していない。液
晶パネル１において、中央部Ｃに対する図示左側のＬ部分では、円周方向Ｄ２における左
端に向けてＣＦ基板２のカラーフィルタ２３がずれている。また、液晶パネル１において
、中央部Ｃに対する図示右側のＲ部分では、円周方向Ｄ２における右端に向けてＣＦ基板
２のカラーフィルタ２３がずれている。
【０１０５】
　一方、実施の形態１～６においては、アクティブマトリクス基板４の画素電極４４が、
中央部Ｃに対する図示左側のＬ部分では円周方向Ｄ２における左端に向けてずれており（
図２Ａ参照）、中央部Ｃに対する図示右側のＲ部分では円周方向Ｄ２における右端に向け
てずれている（図２Ｃ参照）。この点において、本実施の形態に係る液晶パネル１と異な
る。
【０１０６】
　ＣＦ基板２が凸となるように湾曲している実施の形態１～６に係る液晶パネル１と、ア
クティブマトリクス基板４が凸となるように湾曲している本実施の形態に係る液晶パネル
１とは、以上のような点において相違するのみであって、実施の形態１～６に係る発明を
適用できることは言うまでもない。
【０１０７】
　実施の形態１と同様の部分については、同一の符号を付して詳細な説明を省略する。
【符号の説明】
【０１０８】
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　１　液晶パネル
　２　ＣＦ基板（第２基板）
　４　アクティブマトリクス基板（第１基板）
　２３　カラーフィルタ
　２５　無色部（白色部）
　４４　画素電極
　２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂ　着色部（有彩色部）
　Ｃ　中央部
　ＬＲ　剰余部（端部）

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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【図２Ｃ】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】

【図３Ｃ】

【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図４Ｃ】

【図５Ａ】
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【図５Ｂ】

【図５Ｃ】

【図６Ａ】

【図６Ｂ】

【図６Ｃ】

【図７Ａ】

【図７Ｂ】

【図７Ｃ】
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【図８】
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